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 まちづくりへの市民参加が始まって 30年余りが経ち、我が国では「パートナー

シップ型」と呼ばれる複数の主体が連携したまちづくりが進められる時代となっ

た。この流れは今日まで行政が主導してきた公共部門において、行政が市民など

の主体に部分的な参加を求める体制から、市民等が行政と対等な立場で公共部門

に参画し、自己責任、自己決定でまちづくりを担う体制を構築するレベルに到達

した事を示している。こうした背景のもと、市民を中心としたまちづくりが単一

の主体ではなく複数主体の連合体としていかに自律化していくかという課題に市

民まちづくり支援を目指す研究領域の学術的関心は移っている。本論文はまちづ

くりを市民活動の集積としてとらえ、市民をはじめとした様々な主体の連携を通

じて構築されるまちづくり体制の自律化プロセスを対象とするものである。 

 本論文は、「まちづくりは市民を中心とした自律的な体制で進められるべきで

ある」という前提のもと、まちづくり体制の自律化プロセスをデザインすること

を目指すものである。具体的には、「まちづくり体制の自律化プロセス」を「特

定の圏域において、複数の主体間での認知・補完により、市民主導による地域運

営体が形成される過程」と定義し、事例調査を通じて、主体の役割と体制に着目

して分析を行い、その変遷メカニズムを明らかにすることを目的とする。 

 本論文は５章、及び各章を要約し提案を行う終章で構成されている。 

 第１章「研究課題の整理」では、本論文の背景、目的、用語の定義を述べ、研

究課題の整理を行い、市民によるまちづくり体制の自律化プロセスの仮説を示し

た。この中でまちづくり体制の自律化プロセスを「特定の圏域において、複数の

主体間での認知・補完により、市民主導の地域運営体が形成される過程」と定義

した。また、まちづくり事例のレビューを行い、本論文で取り上げるまちづくり

事例のプロセスを、まちづくりの初動の動機、連携による課題解決の可能性、初

動したセクターの所在から分類し、位置づけた。続いて既往研究を「まちづくり

プロセスに関する研究」及び「まちづくり主体に関する研究」の視点から整理

し、本論文の位置づけを示した。 

 第２章「市民セクター単独によるまちづくりのプロセス」では、都心において

狭域な地縁社会を形成し、市民セクターが単独で地域の開発コントロールを行っ

ている東京都新宿区荒木町 12番地を対象として取り上げ、インタビューなどの詳

細な調査・分析により研究を進めた。行政による介入の難しい公法上の基準を満

たした開発計画に対して、地域住民が地域の固有条件を論拠として開発業者との

折衝を通じて開発コントロールを行っている事例に着目し、住民がどのような論

拠をもとに、どのような体制で折衝を重ねて来たのかを明らかにすることを目的

として分析を進めた。その結果、一連のプロセスは課題認識期、組織形成期、組
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織連携拡大期の３期に整理できた。課題認識期では、近隣の高層ビルからのビル

風により、地域内の家屋が被害を受けることで、地域内外に高層建築物が建つこ

とが地域にとって脅威であることが地域住民の間で認識され、高層建築物の計画

に対して地域内の折衝役を中心として敏感に対応するようになった。この際に、

地域の固有条件を共有している狭い圏域を単位として活動したため、地域で課題

を共有することが可能となり、住民が団結したことが明らかにされた。組織形成

期では、地域内の生活インフラである私道が地域の共有財となることで、この管

理主体として地域住民の組織化し、自らその整備水準をコントロールすることに

よって、地域住民にとって折衝の際の論拠とすることができた。組織連携拡大期

では、一連の折衝で折衝役を務めてきた人材の引退により折衝能力が落ちたこと

に対して、同様の課題を抱える他地域との連携により補完した。しかし、複数の

地域での連携による対応のため、地域の固有条件を論拠とした折衝は難しくなっ

た、ということが明らかになった。 

 第３章「市民セクターによる初動から他の主体との連携により発展したまちづ

くりのプロセス」では、過疎少子化の状況からまちづくり活動を通じて人口増加

などの成果を出している徳島県海部郡由岐町伊座利地区を対象とした。地区内外

との交流活動を中心としたまちづくりの事例に着目し、住民の発意によりまちづ

くり活動が初動して以降、行政をはじめとした外部の主体と連携した経緯とその

動機、連携した主体の役割の変遷を示すことを目的として分析を進めた。その結

果、一連のまちづくりプロセスは連携胎動期、連携勃興期、連携成長期の３期に

整理できた。連携胎動期では地域の共同性の強さ、地区内の学校と地区の関係の

深さ、地区外への開放性の高さなどの固有条件から、地域の課題が共有されやす

く、発意者が折衝役となって地域の賛同を得ることにより地区住民全員参加のま

ちづくり組織を設立した。連携勃興期では、組織が中心となって、転入者や情報

を得るために地区外との交流や長期滞在者の受け入れを行った。こうした地区内

外の交流機会の増加が、地域の開放性をさらに高めた。また、交流活動を地域住

民と学校が連携して実施することで、地区内の連携も強化された。連携成長期で

は、交流活動と転入者の受け入れを継続したことで、行政をはじめとした地区外

主体にまちづくり活動の実績が評価され、新たな地区内外の連携の際の情報や予

算の獲得に繋がり、これらの主体による新たな支援者のコーディネートにより連

携が発展し、地区の固有性をさらに高める結果となったことが明らかとなった。 

 第４章では、「行政セクターによる初動から市民セクター主導となったまちづ

くりのプロセス」を扱う。神奈川県小田原市において、行政セクターである小田

原市政策総合研究所とそこから誕生した市民まちづくり組織に着目し、市民組織
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が誕生し、まちづくり活動を展開している事例を対象とした。研究所からの市民

組織が誕生する経緯において各主体が果たした役割を明らかにすることを目的と

して分析を進めた。その結果、一連のプロセスは研究会結成期、研究活動期、活

動独立期、活動成熟期の４期に整理できた。研究会結成期では行政の公募による

市民、行政により招聘された専門家が一体となって研究会を結成することで、広

い圏域に散在する人材が組織化された。研究活動期では、研究会を構成する市民

や行政、専門家等すべての人材がまち歩きなどの共有体験を基に対等な立場で議

論することにより、議論の成果が全員で共有され、信頼関係が構築された。対外

的には公開研究会などを通じて共通体験と対等な議論の場をつくることで賛同者

を得ることが出来た。活動独立期では、研究活動期の公開研究会などで培われた

人脈を基に、研究会の市民研究員、専門家、賛同した他の市民により市民セクタ

ーに新たなまちづくり組織が誕生した。その場においては、地域に愛着を持つ専

門家の献身的な参画により、行政セクター内部にあった研究会と同様の活動が展

開されたことが分かった。活動成熟期では、誕生した市民組織が中心となって他

の市民組織の連携をコーディネートし、複数の主体の連携による自律的なまちづ

くり体制が形成されつつあることが明らかになった。 

 第５章では、これまでの結果より、まちづくり体制の自律化プロセスと、それ

を規定する地域の固有条件を整理した。その結果、まず３つの事例の段階変遷同

期の共通性から、まちづくり体制の自律化プロセスを、初動段階、活動拡大段

階、連携段階、連携拡充段階、の４段階で整理した。さらに、自律化プロセスを

規定する地域の固有条件のうち、地形、気候風土、人口規模は地域の一体性や人

材の確保の可能性に関連することが明らかになった。私道などの生活インフラや

地域の核施設は市民セクターが一体となって活動する際の根拠や拠点となること

が明らかになった。また、地域の産業構造や歴史的文脈は、それ自体がまちづく

りを進める際のコンセプトや地域内連携の要因となることが明らかになった。次

に、市民によるまちづくり体制の自律化プロセスにおける各段階でのまちづくり

の体制と各主体の役割の変遷から、自律化プロセスのメカニズムを明らかにし

た。その結果、自律化プロセスが変遷する要因はまず、初動段階から活動拡大段

階においては、活動を開始したグループの組織化、活動の事業化が挙げられた。

活動拡大段階から連携段階へは、対外的な活動の開始と組織間連携の形成が挙げ

られた。連携段階から連携拡大段階へは、補完体制の拡大と連携をコーディネー

ト機能の出現が挙げられた。 

 終章では、まちづくり体制の自律化プロセスにおける連携のあり方と各主体の

役割を提案した。最後に本論文の要約を記した。 
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種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

 論文 転出者の故郷における地域活動支援への

参加意識に関する研究 ‐ 埼玉県秩父市

中宮地町からの転出者を対象として- 

日本都市計画学会都市

計画論文集 No.40-3 

2005 年 11 月 根岸亮太 

後藤春彦 

田口太郎 

井上由梨 

 

 論文 地場産業に依存した交流事業の現状と課

題 ‐ 長崎県波佐見町における産業振興

を目的とした創作家受け入れを事例とし

て- 

日本都市計画学会都市

計画論文集 No.40-3 

2005 年 11 月 澤田 章 

後藤春彦 

田口太郎 

井上由梨 

 

○論文 まちづくり活動主体の自立プロセスと自

治体シンクタンクの役割に関する研究

‐ 神奈川県小田原市政策総合研究所を事

例に- 

 

日本建築学会計画系論

文集 No.587 

2005 年１月 田口太郎 

後藤春彦 

 論文 口述史調査記録のデータベースシステム

の開発に関する研究 ‐ まちづくり・オ

ーラル・ヒストリーを事例として- 

日本建築学会技術報告

集第 20 号 

2004 年 12 月 中神賢人 

後藤春彦 

田口太郎 

山崎義人 

 

 論文 温泉観光地における住民生活と観光の相

関に関する研究 ‐ 空間的・時間的側面

から見た生活行動- 

日本都市計画学会都市

計画論文集 No.39-3 

2004 年 11 月 井上由梨 

後藤春彦 

村上佳代 

田口太郎 

 

 論文 都心更新プロジェクト推進にむけた民間

開発者からの開発手法の検討 

日本建築学会計画系論

文集 No.572 

2003 年 12 月 大島洋一 

田口太郎 

後藤春彦 

 

○論文 建築紛争時における、住民と開発業者の

折衝の経緯と論拠 ‐ 新宿区荒木町12番

地を事例として- 

 

日本建築学会計画系論

文集 No.552 

2002 年２月 田口太郎 

後藤春彦 

 論文 こどもの遊び空間と創造力の関係に関す

る研究 

日本建築学会関東支部

研究報告集 

1999 年２月 田口太郎 

後藤春彦 

三宅 諭 

 

 講演 地場産業を軸とした交流活動の効果と課

題に関する研究 -長崎県波佐見町の作

陶家志望学生受け入れを事例として-

日本建築学会大会学術

講演梗概集（近畿） 

2005 年９月 根岸亮太 

後藤春彦 

田口太郎 

井上由梨 

 

 講演 地場産業を軸とした交流活動の効果と課

題に関する研究 長崎県波佐見町の作陶

家志望学生受け入れを事例として 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（近畿） 

2005 年９月 澤田 章 

後藤春彦 

田口太郎 

井上由梨 

 

 講演 新規開発地域における住民による地域活

動に関する研究 -臨海副都心港区居住

地域における住民組織を対象として- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（近畿） 

2005 年９月 松岡史隆 

後藤春彦 

田口太郎 
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 講演 山梨県早川町における地域づくりに関す

る研究 その３ -草塩集落の集落維持

の労力負担について- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（北海道）

2004 年９月 土田 真 

後藤春彦 

田口太郎 

鞍打大輔 

 

 講演 温泉観光地における住民生活と観光地の

相関に関する研究 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（北海道）

2004 年９月 井上由梨 

後藤春彦 

村上佳代 

田口太郎 

 

 講演 徳島県由岐町木岐地区における「漁村オ

ーラルヒストリー調査」の取り組み ‐

まちづくり・オーラル・ヒストリー調査

報告- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（北海道）

2004 年９月 八幡桃子 

後藤春彦 

田口太郎 

他４名 

 

 講演 神奈川県小田原市における「まち語り」

「懐古新聞」の取り組み ‐ まちづく

り・オーラル・ヒストリー研究その１- 

日本建築学会大会学術

講演梗概集（東海） 

2003 年９月 田口太郎 

後藤春彦 

山崎義人 

 

 著書 まちづくりオーラル・ヒストリー 「役

に立つ過去」を活かし、「懐かしい未来」

を描く 

水曜社 2005 年３月 後藤春彦 

佐久間康富 

田口太郎 

 

 その他 

（報告書） 

「漁村におけるまちづくりオーラル・ヒ

ストリー調査とその成果の活用」報告書

（財）漁港漁場漁村技

術研究所 

2005 年３月 後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（寄稿） 

「徳」の先に見えるもの 小田原市政策総合研究

所研究紀要 

 

2004 年３月 単名 

 

 その他 

（寄稿） 

研究所主導から市民主導のまちづくりの

展開に向けて 

小田原市政策総合研究

所研究紀要 

 

2003 年３月 単名 

 

 その他 

（報告書） 

中山間・離島／多自然居住地域における

地域づくり支援分科会研究報告書 

分権型社会の都市・地

域ビジョン研究会 

2003 年３月 戸沼幸市 

後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

小田原オーラルヒストリー調査 小田原市政策総合研究

所 

2003 年３月 後藤春彦 

田口太郎  

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

中山間・離島／多自然居住地域における

地域づくり支援分科会研究報告書 

分権型社会の都市・地

域ビジョン研究会 

2002 年３月 戸沼幸市 

後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

小田原遺産調査（オーラルヒストリー調

査） 

小田原市政策総合研究

所 

2002 年３月 後藤春彦 

山崎義人 

田口太郎 
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種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）

 その他 

（報告書） 

熊本県合志町竹迫下町地区魅力化計画 熊本県合志町 2002 年３月 後藤春彦 

吉田道郎 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

MIT / Waseda Design Workshop 2000 早稲田大学後藤研究室 2000 年８月 後藤春彦 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

美里町北部整備プラン 埼玉県美里町 2000 年５月 後藤春彦 

笠原 卓 

田口太郎 

安斉慎吾 

 

 その他 

（報告書） 

Urban Design Workshop by Waseda Uuniv. 

and Chonbuk National Univ. 

全北大学校 2000 年３月 後藤春彦 

三宅 諭 

李 彰浩 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

「歴史と文化の街づくり・里づくり」整

備計画策定調査報告書 

埼玉県都市整備公社 2000 年３月 後藤春彦 

三宅 諭 

田口太郎 

他５名 

 

 その他 

（報告書） 

新潟県高柳町地域づくりを振り返る

～地域づくり十年の聞き書き～ 

新潟県高柳町 2000 年３月 後藤春彦 

吉田道郎 

佐久間康富 

田口太郎 

他多数 

 

 その他 

（報告書） 

MIT / Waseda Design Workshop 1999 早稲田大学後藤研究室 1999 年 10 月 後藤春彦 

田口太郎  

他多数 
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